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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年2月23日(2017.2.23)

【公開番号】特開2015-138212(P2015-138212A)
【公開日】平成27年7月30日(2015.7.30)
【年通号数】公開・登録公報2015-048
【出願番号】特願2014-10912(P2014-10912)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３７２　
   Ｇ０３Ｇ   15/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月16日(2017.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　図６は、ベルトクリーニングユニット１５の構成を具体的に示す図である。ベルトクリ
ーニングユニット１５は、中間転写ベルト１０の走行方向の上流側から、紙粉除去ブラシ
３０、クリーニングブレード３１を配置しており、その下流側に更に潤滑剤塗布ブラシ３
２が配されている。潤滑剤塗布ブラシ３２には潤滑剤のためのコーティングバー３３が当
接している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　ベルトクリーニングユニット１５では紙粉除去ブラシ３０にて紙粉と大多数のトナーを
先ず掻き取り、中間転写ベルト１０上に残ったトナーをクリーニングブレード３１で掻き
取る。基本的に紙粉はクリーニングブレード３１まで来ないが、紙粉除去ブラシ３０で掻
き取れずに抜けてしまったとしても少量なので基本的に問題ない。潤滑剤塗布ブラシ３２
の主目的は潤滑剤の塗布にあるが、万が一紙粉がここまですり抜けてしまってもこの潤滑
剤塗布ブラシ３２で最終的な回収も兼ねている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　通常、同じ大きさの紙を片面印刷で連続通紙する場合、ｎ番目の紙とｎ＋１番目の紙と
の間の距離が常に一定間隔となるように印刷される。例えば、Ａ４の用紙をＬＥＦ（Long
 Edge Feed）通紙する場合、通紙される長さが２１０ｍｍに対し、紙間を５０ｍｍとるの
であれば、図１０（ａ）に示すように、常に一定の紙間で進んでいく。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　一方、両面印刷の場合、反転して戻ってくるまでの時間次第で紙間が変わってしまうた
め、片面印刷のように一定間隔で印刷できるとは限らない。多くの場合、図１０（ｂ）に
示すように、両面印刷の方で紙間が大きくなる。このため、紙間にある地汚れトナーによ
るローラ汚れは、両面印刷の場合に多くなる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　図１５（ａ）のモード１０は、ジョブ後バイアスクリーニングにおける複数のバイアス
の絶対値をランダムに設定するものである。モード９と同じように、通常のバイアスでは
取り難い紙粉に対して実行すると効果を得ることができる。図１５（ｂ）のモード１１は
、ジョブ後バイアスクリーニングにおける複数のバイアスにつき、同一極性内でその絶対
値を変えるものである。モード３～６の簡易版と言えるものであり、極性切り換えの回数
を減らす事でクリーニング時間短縮と紙粉の制御の高い効果の両立を狙うモードである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体と、
　前記像担持体との間に転写ニップを形成する転写部材と、
　前記像担持体上のトナー像を前記転写ニップで記録材へ転写するための転写バイアス、
及び、記録材へトナー像を転写する前又は後に前記転写部材をクリーニングするためのク
リーニングバイアスを出力可能な電源と、
　前記電源を制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、使用される記録材が再生紙の場合と、使用される記録材が再生紙ではな
い場合と、で異なる前記クリーニングバイアスを出力するように前記電源を制御すること
を特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　像担持体と、
　前記像担持体との間に転写ニップを形成する転写部材と、
　前記像担持体上のトナー像を前記転写ニップで記録材へ転写するための転写バイアス、
及び、記録材へトナー像を転写する前又は後に前記転写部材をクリーニングするためのク
リーニングバイアスを出力可能な電源と、
　前記電源を制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、使用される記録材がコート紙の場合と、使用される記録材がコート紙で
はない場合と、で異なる前記クリーニングバイアスを出力するように前記電源を制御する
ことを特徴とする画像形成装置。 
【請求項３】
　感光体を備え、
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　前記像担持体は前記感光体からトナー像が転写される中間転写体であり、
　前記制御部は、使用される記録材が再生紙の場合は、使用される記録材が再生紙ではな
い場合に比べて、前記クリーニングバイアスの出力時間を長くすることを特徴とする請求
項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　感光体を備え、
　前記像担持体は前記感光体からトナー像が転写される中間転写体であり、
　前記制御部は、使用される記録材がコート紙の場合は、使用される記録材がコート紙で
はない場合に比べて、前記クリーニングバイアスの出力時間を短くすることを特徴とする
請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記中間転写体上の紙粉を除去するクリーニングユニットを備えることを特徴とする請
求項３又は４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記制御部は、両面印刷をおこなう場合、片面印刷をおこなう場合に比べて、前記クリ
ーニングバイアスの出力時間を長くすることを特徴とする請求項３乃至５のいずれか一項
に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記制御部は、記録材の長さ、記録材の幅、又は印刷ジョブの印刷枚数に応じて前記ク
リーニングバイアスを変更することを特徴とする請求項３乃至６のいずれか一項に記載の
画像形成装置。
【請求項８】
　前記制御部は、記録材の幅が小さいほど前記クリーニングバイアスの出力時間を長くす
ることを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記制御部は、記録材の長さが長いほど前記クリーニングバイアスの出力時間を長くす
ることを特徴とする請求項７又は８に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記印刷ジョブの印刷枚数が多いほど前記クリーニングバイアスの出力
時間を長くすることを特徴とする請求項７乃至９のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記像担持体は感光体であり、
　前記制御部は、使用される記録材が再生紙の場合は、使用される記録材が再生紙ではな
い場合に比べて、前記クリーニングバイアスの出力時間を短くすることを特徴とする請求
項１に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記像担持体は感光体であり、
　前記制御部は、使用される記録材がコート紙の場合は、使用される記録材がコート紙で
はない場合に比べて、前記クリーニングバイアスの出力時間を長くすることを特徴とする
請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記クリーニングバイアスは、前記転写バイアスと同極性のバイアス及び逆極性のバイ
アスを交互に切り換えるものからなり、
　前記制御部は、記録材の種類に応じて前記同極性のバイアス及び前記逆極性のバイアス
のうち少なくとも一方の１回当たりの出力時間を変更することを特徴とする請求項１～１
２のいずれか一項に記載の画像形成装置。 
【請求項１４】
　前記クリーニングバイアスは、前記転写バイアスと同極性のバイアス及び逆極性のバイ
アスを交互に切り換えるものからなり、
　前記制御部は、記録材の種類に応じて前記同極性のバイアス及び前記逆極性のバイアス
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の出力回数を変更することを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載の画像形成
装置。
【請求項１５】
　前記クリーニングバイアスは、前記転写バイアスと同極性のバイアス及び逆極性のバイ
アスを交互に切り換えるものからなり、
　前記制御部は、記録材の種類に応じて前記同極性のバイアス及び前記逆極性のバイアス
のうち少なくとも一方の絶対値を変更することを特徴とする請求項１～１２のいずれか一
項に記載の画像形成装置。 
【請求項１６】
　前記クリーニングバイアスは、前記転写バイアスと同極性のバイアス及び逆極性のバイ
アスを交互に切り換えるものからなり、
　前記同極性のバイアス及び前記逆極性のバイアスのうち少なくとも一方は、互いに絶対
値の異なる複数のバイアスからなることを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記
載の画像形成装置。
【請求項１７】
　前記制御部は、バイアスの極性の切り換えを挟まずに連続して前記複数のバイアスを印
加するように、前記電源を制御することを特徴とする請求項１６に記載の画像形成装置。
【請求項１８】
　前記制御部は、印刷ジョブの前、印刷ジョブの後、又は連続印刷時の紙間のタイミング
で前記クリーニングバイアスを出力するように前記電源を制御することを特徴とする請求
項１乃至１７のいずれか一項に記載の画像形成装置。
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